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１．はじめに 

我が国の 65 歳以上の高齢者人口は、平成 25

（2013）年過去最高の 3190 万人となり、高齢化

率は 25.1％に達した。今後高齢者が増加すること

により高齢化率は上昇を続け、平成 47（2035）年

には 33.4％で 3人に 1人が高齢者となると予測さ

れている 1)。 

このような社会情勢の中、医療従事者の高齢者

に対する専門的知識がより求められる時代とな

っている。その中での看護師の役割は重要となり、

高齢者の保健医療サービスや看護ケアに対する

ニードに応じた対応力が求められる。

そのため、看護学生に対する基礎教育の中で、

高齢者を全人的に理解し、個人、家族、社会のニ

ードに応じるために必要な知識と技術を教示し

ていかなくてはならない。ところが、核家族化が 

進み、高齢者との関わりが少ない現代の看護学生 

の多くは、高齢者に対し否定的なイメージを持つ

ことから、健康な高齢者の状況や高齢者の個別性

や多様性を理解できる教育の必要性が以前より

指摘されている 2)。それらのイメージは看護をす

る上での基盤となり、看護の質・内容に影響を及

ぼすと指摘されている 3)。 

高齢者に対する様々な形態の偏見・差別はエイ

ジズムと呼ばれ、近年ではレイシズム（人種差別）、

セクシズム（性差別）に続く第 3のイズムとして

注目されている。この概念は、1969 年の Butler

の論文で初めて用いられた 4)。エイジズムの関連

要因を探った研究には、看護学生の高齢者イメー

ジ、生活状況との関連を明らかにしたものや 5)、

看護学生の老人に対する認知と差別的な態度や

感情を測定し、学生背景との関連を明らかにした

研究 6)などがあり、また看護学生の高齢者実習前

後におけるエイジズムの変化を明らかにした報

告がある 7)。 

看護学生が高齢者に対する正確な知識や理解

をもち、高齢者の多様性や個別性に配慮した看護

を展開できる基礎的能力を獲得するため、看護基

要  旨 

本学のチャレンジサイト・プロジェクトにおける高齢者とのふれあい交流前後での、看護学生の

エイジズムの変化や、活動後の高齢者に対するイメージの変化を明らかにすることを目的に調査を

行った。その結果、学生のエイジズムの変化は、日本語版 Fraboniエイジズム尺度短縮版 3 因子のう

ち、誹謗因子得点が活動後有意に低下した（p<0.05）。学生は、活動を通じて高齢者と関わる中で、

会話の中から高齢者の生きてきた人生や価値観にふれ、高齢者を誹謗するような否定的な認知を弱

める可能性が考えられた。また、学びの記述内容から、高齢者の【社会外向性の発見】、【朗らかさ

の発見】、【高齢者への接し方・対応・援助への理解】、【高齢者の生きてきた歴史・人生・価値観の

理解】が抽出された。この結果から、高齢者との交流体験は、看護学生にとって高齢者の理解を深

める上で貴重な体験に繋がっていた。さらに、エイジズムの一部を弱める効果もみられ、看護学生

の高齢者との交流を推奨していく取り組みが重要と考える。 

キーワード：看護学生、エイジズム、高齢者イメージ、高齢者とのふれあい交流
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礎教育においては高齢者への偏見や差別という

エイジズムを低減するためのさらなる課題を明

らかにすることが必要である。しかし、その研究

はまだ数少なく、今後さらに発展させていかなく

てはならない。先行文献には、地域高齢者とのふ

れあいの場を通じ、看護学生のエイジズムがどう

変化するかを調査した研究はみられない。 

そこで本研究では、看護学生が本学のチャレン

ジサイト・プロジェクト（以下チャレンジサイト

活動）における高齢者とのふれあい交流を通じて、

高齢者に対するエイジズムやイメージがどう変

化するかを検討し、エイジズムの意識を和らげる

ための教育的な示唆を得ることをねらいとした。 

 
２．研究目的 

本学のチャレンジサイト・プロジェクト活動に

おける高齢者とのふれあい交流での、看護学生の

エイジズムの変化や、活動後の高齢者に対するイ

メージの変化を明らかにする。 
 

３．用語の定義 

エイジズム：高齢者に対して抱く否定的な偏

見、もしくは差別のことである。本研究では、

エイジズムについて原田らの日本語版 Fraboni エ

イジズム尺度短縮版 8)を用いて、【嫌悪・差別】【回

避】【誹謗】の 3つの要素からとらえた。 

 
４．研究方法 

1）対象および調査時期 
 平成 27年 8月から平成 28年 1月までにチャレ

ンジサイト活動に参加した本学学生１～3年生 20

名のうち研究協力の同意の得られた者とした。 

 

2）調査方法 
チャレンジサイト活動説明会時に、研究の趣旨

および倫理的配慮について記載した調査依頼文

書、質問紙、回収用封筒を対象者へ配付した。調

査はチャレンジサイト活動前後で行い、対象者の

自由意志により無記名自記式質問紙に回答し、回

答後は個別の回収用封筒に入れて学習室に設置

した回収箱に投函し、回収を行った。 
 

3）調査内容 
（1）チャレンジサイト活動前後のエイジズム 
原田らの日本語版 Fraboni エイジズム尺度短縮版

（以下FSA短縮版）8）を用いた。FSAは「嫌悪・差別」、

「回避」、「誹謗」の 3因子 14項目で構成され、信

頼性・妥当性は，尺度開発者らによって 1000 名を超

える青年に対して検証されている。 

質問紙は、各項目について「そう思う」、「まあそう

思う」、「どちらともいえない」、「あまりそう思わない」、

「そう思わない」の 5つの選択肢から回答を得た。そ

れぞれの選択肢は5点から1点を配点し単純加算して

得点化し、点数が高いほどエイジズムが強いことを示

すようにした。逆転項目は1点から 5点に変換した。 

（2）チャレンジサイト活動後に高齢者に対するイメ

ージの変化（自由記載） 

（3）チャレンジサイト活動を通じて学んだ点（自由

記載） 

（4）その他、学生の属性については、性別、年齢、

学年、祖父母との同居経験、普段高齢者と交流する

機会の有無、高齢者を対象としたボランティア活動

経験、就業（アルバイト含む）経験とした。 

 

4）分析方法 

（1）FSA 短縮版については、下位尺度別の得点を活

動参加前後で対応のあるｔ検定を行った。 

（2）活動後の高齢者イメージの変化、活動を通じて

学んだ点の自由記載の内容より抽出された記述（以

下コード） を、内容の同質性、異質性に従いカテ

ゴリー化した。分析は研究者間で繰り返し検討した。 

 

5）倫理的配慮 

本研究への参加は対象者の自由意志により決定さ

れ、同意しない場合においても成績評価や卒業判定等

への影響はなく、記載内容によって対象者の専門性や

学習のレベルを個人的に評価することなどの不利益

を被ることはないことを文書と口頭にて説明した。本
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ＦＳＡ短縮版因子 前後 平均値±ＳＤ p値

活動前 8.2±2.9

活動後 8.0±1.9

活動前 9.1±4.0

活動後 6.7±1.8

活動前 10.0±2.3

活動後 6.8±1.2

n＝9

嫌悪・差別

回避

誹謗 ＜0.05

n.s

n.s

研究は本学倫理審査委員会から 2015年 8月に承認を

受けた（承認番号 No.270033）。 

 

５．チャレンジサイト活動内容の概要 

本活動は、単身や高齢者夫婦世帯の増加などから高

齢者の孤立傾向の問題が指摘されている社会情勢の

中、地域に在住している高齢者に対して、本学学生に

よる高齢者との交流活動により、高齢者の孤立防止や

仲間作りにつながる活動を主目的とし、「つなごう絆

の輪！－中部大生による高齢者らの仲間作り＆ペン

フレンド活動－」というテーマで行った。 

活動内容は、地域在住の高齢者の方々との交流会を

通して、高齢者の方が日々の生活に楽しみが広がる機

会となる活動を展開した。具体的には限界集落である

中山間地域在住および春日井市内の高齢者に対して、

本学学生とのペンフレンドによる交流希望の高齢者

を募り、月に2回程度の文通を行った。さらに、施設

で高齢者方とお菓子作りやカラオケ、健康体操などレ

クリエーションを一緒に行った。 

 

6．研究結果 

平成 27年 8月から平成 28年 1月の期間にチャ

レンジサイト活動に参加した学生 20 名のうち、

質問紙回収数は 9 名（回収率 45.0％）であった。

回答者すべてに質問紙の記載漏れはなく、9 名

（100％）を解析対象とした。 

 

1）学生の背景 

学生の性別は、女性 7 名（78％）、男性 2 名

（22 ％ ）であった。学年は、1年生 4名（44％）、

2年生1名（12％）、3年生4名（44％）であった。 

祖父母との同居経験のある者は 5 名（56％）、ない

者は 4名（44％）で、普段高齢者と交流する機会があ

る者は4名（44％）、ない者は5名（56％）であった。  

高齢者を対象としたボランティア活動経験がある

者は 5名（56％）、ない者は4名（44％）で、就業（ア

ルバイト含む）経験のある者は 2 名（22％）、ない者

は 7名（78％）であった（表１）。 

表 1 対象者の背景 

ｎ ％

男性 2 22

女性 7 78

第1学年 4 44

第2学年 1 12

第3学年 4 44

なし 4 44

あり 5 56

なし 5 56

あり 4 44

なし 4 44

あり 5 56

なし 2 22

あり 7 78

　年齢（平均± SD ）

n＝9

18～21（19.5±1.1）

　学年

　性別

　祖父母との同居経験

　普段高齢者と交流する機会

　高齢者を対象としたボランティア活動経験

　就業（アルバイト含む）経験

 

 

2）チャレンジサイト活動前後のエイジズムの変化 

チャレンジサイト活動前後のエイジズムの変化を 

活動前後でFSA短縮版各因子の平均値を比較した。そ

の結果、嫌悪・差別因子、回避因子では有意差はなか

った。しかし、誹謗因子は、チャレンジサイト活動後

に得点が有意に低くなった（p<0.05））（表2）。 

 
表 2  チャレンジサイト活動前後のエイジズムの変化 

 

3）高齢者に対するイメージの変化 

学生のチャレンジサイト活動後の高齢者に対す

るイメージの変化に関する記載内容を抽出し分類

した。カテゴリーを【 】、サブカテゴリーを≪≫、

＜ ＞をコード、「 」はデータとして以降に示す。 

その結果、【社会外向性の発見】、【朗らかさの

発見】の 2カテゴリーが抽出された（表 3）。 

【社会外向性の発見】には、≪積極性への驚き
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≫、≪社交性の発見≫、の 2つのサブカテゴリー

が含まれていた。≪積極性への驚き≫の中には、

「カラオケを楽しそうに歌っている高齢者の方

を見て、高齢者は控えめで恥ずかしがりやなイメ

ージを持っていたが、活動前よりも高齢者は積極

的だと思った。」のように、活動前には高齢者に

対する控えめなイメージから、活動後には積極性

を感じたという内容に変化がみられた。 

≪社交性≫の中には、「意外と人と話をするこ

とが好きな高齢者が多いと思った。」のように、

人と会話をすることが好きな高齢者が多いとい

う発見をしたという記載内容がみられた。 

【朗らかさの発見】は、≪明るいイメージへの

変化≫、≪温かさへの感動≫の 2つのサブカテゴ

リーから構成された。 

≪明るいイメージへの変化≫の中には、「高齢

者に対して元々肯定的なイメージを持っていた

が、ふれあってみて明るい方が多く、いろいろ話

してくれるため、より好きになった。」のように、

活動で高齢者とのふれあいを通じて、より高齢者

の明るさを感じ、好意的なイメージをもったとい

った内容であった。 

≪温かさへの感動≫の中には、「活動後はいつ

も大きな拍手をくれたり、笑顔で“ありがとう”

と言ってくれたり、感謝の気持ちを大切にしてい

ることが分かった。」のように、活動後に高齢者

から受けた感謝の言葉から、高齢者の温かさを感

じた内容があった。 

 
4）チャレンジサイト活動を通じて学んだ内容 

 チャレンジサイト活動による高齢者との交流を通

して学んだ内容は、【高齢者への接し方・対応・援助

への理解】、【高齢者の生きてきた歴史・人生・価値観

の理解】の2カテゴリーが抽出された（表 3）。 

 【高齢者への接し方・対応・援助への理解】を学ん

だ記載が最も多く、≪コミュニケーション技術の重要

性≫、≪高齢者の心身の特徴理解≫、≪高齢者の生き

がいづくり≫、≪社会性の維持≫の4つのサブカテゴ

リーから構成された。 

≪コミュニケーション技術の重要性≫では、「高齢

者とお話をする際は、目線を合わせて話をしたり、話

すスピードや声の大きさに配慮しなければならない

と学んだ。」や、「最初は話す内容に迷っていたが、ま

ずは挨拶から始めることが大切だと分かった。」とい

ったように、高齢者と話をする際の配慮についての記

述があった。 

≪高齢者の心身の特徴理解≫では、「長い間座って

いる方を急に立たせたりしてはいけないと、実践を通

じて学んだ。」や、「高齢者は思ったより喜怒哀楽があ

った。」のように、高齢者の身体・精神面の特徴理解

に対する内容が含まれていた。 

≪高齢者の生きがいづくり≫の中には、「このよう

な活動が、高齢者にとって生きがいのひとつに繋がる

と感じた。」のように、活動を通じた生きがいづくり

の重要性を学んだ記載内容があった。 

≪社会性の維持≫では、「活動を通じて、学生や施

設スタッフ、他の入居者との交流が、高齢者の社会性

を維持していくことに繋がると分かった。」のように、

高齢者の社会性を維持するための活動の意義に関す

る記述がみられた。 

【高齢者の生きてきた歴史・人生・価値観の理解】

では、≪高齢者の時代背景の理解≫、≪高齢者の人生

観・価値観の理解≫の2つのサブカテゴリーから構成

された。 

≪高齢者の時代背景の理解≫では、「高齢者とのふ

れ合いを通じて、昔の曲や当時のはやったものについ

て知ることができ、現代との違いについて学ぶことが

できた。」のように、高齢者との会話の中から、学生

の知らない昔の流行りや生活について知る機会とな

ったという内容が含まれていた。 

≪高齢者の人生観・価値観の理解≫には、「高齢者

の方はそれぞれ長い間生きてきた人生があり、価値観

があることを学んだ」のように、高齢者それぞれの生

きた人生、価値観にふれた内容であった。 
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カテゴリ サブカテゴリ コード

高齢者は積極的で驚いた（1）

レクリエーションや、お菓子作りを高齢者と行い高齢者の本気で取り組む姿勢に驚いた（1）

意外とお話し好きな高齢者が多いと思った（1）

こちらから話しかけると気さくに喋ってくれた（1）

年齢差があり何をお話ししてよりか戸惑ったが、料理や住まいの話など、あまり意識せずに

普通の会話をすれば普通に話せると思った（1）

明るいイメージへの変化（4） 活動に参加して高齢者は明るいイメージに変わった（4）

高齢者から笑顔で「ありがとう」と言われ、感謝の気持ちを大切にしていると感じた（1）

自分のことを覚えてくれていて、より一層親近感が湧いた（1）

自己のコミュニケーションスキル向上を高めなければならないと感じた（1）

挨拶の大切を実感した（1）

同時に複数の高齢者と会話することの難しさを感じた（1）

昔の話をすると、会話が弾んだ（1）

長時間の坐位姿勢からの起立性低血圧への注意（1）

高齢者の意外な喜怒哀楽の発見（1）

高齢者の生きがいづくり（1） 活動が高齢者にとっての生きがいづくりに繋がると感じた（1）

社会性の維持（1） 学生、施設スタッフ、利用者間の交流の大切さを学んだ（1）

高齢者の人生観・価値観の理解（1） 高齢者の方はそれぞれ長い間生きてきた人生があり、価値観があることを学んだ（1）

昔流行したものやライフスタイルについて知ることができ、現代との違いを学んだ（3）

活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
内
容

高齢者の時代背景の理解（3）

高齢者への接し方・
対応・援助への理解
（13）

コミュニケーション技術の重要性（9）

高齢者の心身の特徴理解（2）

高齢者の生きてきた
歴史・人生・価値観
の理解（4）

温かさへの感動（2）

高
齢
者
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
の
変
化

目線や話すスピードへの配慮（3）

難聴の高齢者とのコミュニケーションの配慮（2）

社会外向性の発見
（5）

積極性への驚き（2）

社交性の発見（3）

朗らかさの発見（7）

表 3 チャレンジサイト活動を通じた高齢者に対するイメージの変化と、学びの内容

7.考察 

1）チャレンジサイト活動前後のエイジズムの変化 

FSA 短縮版を用いてチャレンジサイト活動前後

で学生のエイジズムを比較した結果、嫌悪・差別

因子、回避因子には有意差がみられなかった。 

嫌悪・差別について原田らは、「高齢者には地

域のスポーツ施設を使ってほしくない」や「高齢

者はだれにもめんどうをかけない場所に住むの

がいちばん」といった高齢者の隔離・排除を支持

する項目を含み、もっとも極端なエイジズムの感

情成分を示す概念として位置づけられると述べ

ている。また、回避について、「高齢者とは長い

時間をすごしたくない」、「自分は老人クラブの行

事には行きたくない」、「できれば高齢者と一緒に 

住みたくない」といったできるだけ高齢者との交

流を避けて距離をとりたいという感情成分を示

す概念としている 8)。超高齢社会が進行する我が

国において、病院などの医療施設での高齢者の利

用率が高くなり、施設における看護職の活躍が期

待される中、看護学生の高齢者への嫌悪・差別、

回避感情を低減していくことは重要である。 

一般成人男性を対象とし、FSA 短縮版を用いた

原田ら 9)の嫌悪・差別（平均得点±SD）10.2±3.6、

回避 13.2±3.7と比較して、本対象集団のエイジ

ズムはいずれも低値を示した。対象人数、背景が

異なるため本研究の対象集団が一概にエイジズ

ムが弱い傾向にある集団とは言い難いが、高齢者

を対象としたボランティア経験率の高さ、本活動
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への参加意欲から、高齢者への嫌悪・差別、回避

感情はもともと低く、本活動への参加による影響

はみられなかったと考えられる。 

誹謗は、「高齢者は過去に生きている」「高齢者

はけちでお金や物を貯めている」といった否定的

な認知成分を示す概念として位置づけられてい

る 8)。今回の調査では、チャレンジサイト活動後

に誹謗因子得点が有意に低値を示した。活動を通

じて高齢者と関わる中で、手紙でのやり取りや、

会話の中から高齢者の生きてきた人生や価値観

にふれ、高齢者を誹謗するような否定的な認知を

弱める可能性が考えられた。 

本活動の高齢者とのふれあう交流は、看護学生

にとって高齢者とのコミュニケーションの機会

であり、高齢者をケアするうえで貴重な体験とな

る。祖父母と同居している割合が少ない現代の学

生にとって、高齢者との交流機会を持つことは、

高齢者を理解する学習の機会につながり、エイジ

ズムの一部を弱める効果も考えられたため、看護

学生の高齢者との交流活動を支援・推奨していく

取り組みが重要と考える。 

 

2）チャレンジ活動を通じた高齢者へのイメージ

の変化 

 学生は、活動を通じて高齢者の【社会外向性の

発見】、【朗らかさの発見】といったポジティブな

イメージを感じており、ネガティブなイメージを

示すような記述はみられなかった。 

施設での交流活動では、比較的健康で元気な高

齢者と接する機会が多かったため、高齢者の活動

性や積極性といったプラスイメージを高齢者に

持つことができた 10)と考えられる。 

老年看護学の授業で、高齢者のエンパワメント

やストレングスといった強みを活かした自立支

援について講義するが、実際に高齢者との交流活

動を通して、高齢者の≪積極性への驚き≫や≪社

交性の発見≫といった外交的な面を知り、≪明る

いイメージへの変化≫や≪温かさへの感動≫の

ような高齢者の朗らかな一面にふれることで、高

齢者の強みを肌で感じ、エイジズムの低下につな

がる側面への効果も示唆された。 

我が国の社会構造の変化により、高齢者人口は

増加を続けており、高齢者に対する看護師の果た

す役割も増加している。高齢者への看護の質は、

看護者が持つ高齢者イメージの影響をうける 11)

といわれており、本活動のように健康な高齢者と

接する機会を作っていくことも重要と考える 10)。 

 

3）チャレンジサイト活動を通じた学生の学び 

 学生の活動を通じ学んだ内容として【高齢者へ

の接し方・対応・援助への理解】が最も多かった。こ

の要因として、高齢者との交流経験の少ない学生が多

く、高齢者とのコミュニケーションに不慣れな者も少

なくないためと考える。また、活動で接する高齢者の

中には、難聴や言語障害や認知機能障害などが原因で

スムーズに意思の疎通を図ることが困難な場合もあ

り、そのような加齢や疾病に伴う障害のある高齢者に

対応するため、学生はコミュニケーションに対して困

難を感じながらも、コミュニケーション技術の重要性

を改めて感じていたと推察される。 

【高齢者の生きてきた歴史・人生・価値観の理

解】から、複数の高齢者と会話する中で、高齢者

の過ごしてきた時代背景やライフスタイルにつ

いて知り、さらに高齢者の人生観、価値観にふれ

る貴重な機会となっていたことが推察された。 

一般的に高齢者の話や生活体験を聞き、交流す

る体験が高齢者理解には重要と考えられるが、核

家族化の加速を背景に日常生活において高齢者

と触れ合う機会は極めて少なく、具体的で多角的

な高齢者理解が難しいといわれている 12）13）。また、

核家族化や都市化といった社会構造の変化は家

族構造や機能にも影響し、若者の高齢者と接する

機会を減少させ、高齢者に対する偏見や差別の構

造に影響を及ぼしていると指摘されている 14）。 

高齢者との交流活動の結果から、【高齢者の生

きてきた歴史・人生・価値観の理解】に繋がった

学習成果が見出されたことから、高齢者を全人的

に理解するための一助となったと考える。 
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8．結論 

1）チャレンジサイトによる高齢者との交流活動

前後のエイジズムの変化は、FSA短縮版 3因子

のうち、チャレンジサイ活動後に誹謗因子が

有意に低くなった。活動を通じて高齢者と関

わる中で、会話の中から高齢者の生きてきた

人生や価値観にふれ、高齢者を誹謗するよう

な否定的な認知を弱める可能性が考えられ

た。 

2）チャレンジサイトによる高齢者との交流活動 

による学生の高齢者のイメージの変化は、【社

会外向性の発見】、【朗らかさの発見】がみられ

た。 

3）チャレンジサイト活動による学生の学びでは、 

【高齢者への接し方・対応・援助への理解】、【高齢

者の生きてきた歴史・人生・価値観の理解】が抽

出された。 

 

9．研究の限界と今後の課題 

 本研究は、質問紙の回収率が 5 割未満であり、

対象学生全体を代表する結果とは言えないと考

える。また、より対象人数を増やし、今後検討し

ていくことが課題である。さらに、対象集団には

1 年から 3 年までの学生が混在しており、研究期

間中に講義や演習、実習を経てエイジズムに影響

を及ぼした可能性があり、対象の選定も今後の課

題である。 
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